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その他の研究テーマ

グループを用いた心理職による
保育者支援のあり方

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

グループの活用を通して、対応
の可能性に気が付く

●保護者対応の難しさ

・子どものPTSDに関する研究、特別養子縁組に関する研究
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本研究は、カウンセリングの理論の一つであるPerson-
Centred Approachの心理職が保育者支援でどのようなこと
ができるかを私たちが行なっている保育者支援のあり方を振

り返りながら、検討した。特に保育者同士のグループを使った
支援がどのような効果があるかを心理職の視点で分析した。

保育者支援、グループアプローチ、保育者文化

●保育者同士のコミュニケーショ
ンの難しさ

保育者自身の持っている保育文
化に気付き、他者とのズレを理
解する


